
事務事業評価シート（概要説明書）

【事業の概要】

【事業費】

【事業実績・成果】

【これまで実施した事務の見直し点】

【課題（問題点）】

【今後の方向性】
（左記評価の理由）

足指力測定者数

R04年度
目標値

R01年度
実績値

事業実績(活動指標）・成果（成果指標）

583

R03年度
実績値

改革・改善
策等の具体

的内容

課題（問題点）

A　現行どおり

R4年度は、市制80周年記念事業として「あしゆびリーフレット」を全戸配布し、さらなる啓発を
図る。

98

担当課の評価

あしゆびプロジェクトの取組を更に多くの市民に知ってもらうためには、どういった媒体や機会
を活用するか等、アプローチの仕方に工夫が必要。また、令和2年度以降に実施している「あ
しゆび市民モニター」は、検証結果にさらなる有意性を持たせるために、年代別に一定数の
データを取得し、さらなる検証を行う必要がある。

（成果の概要）

令和2年度から、「あしゆび市民モニター」として民間企業と連携し、足の健康と体の健康の関
係性を検証する事業を実施し、足機能の重要性やあしゆびプロジェクト事業の周知・啓発を
行うことができた。

令和３年度も、新型コロナウイルス感染症の影響により、「あしゆび力測定」の市内イベントが中止されたが、
保健センターで実施するがん検診や健康診査、ヨガ講座の中に「足指力測定」を取り入れることにより、令和
元年度を上回る測定者数となり、あしゆびプロジェクト事業の周知・啓発を行うことができた。あしゆびプロジェ
クト市民モニター事業については、検証の結果、個人の足の状態に合わせたオーダーメイドインソールを使用
することで、慢性の疼痛や疲労の軽減等が強く期待できることが明らかになった。

第4次総合計画
の位置づけ

人

868

施策の展開方向政策名 基本施策名

足機能の低下によるつまずき、転倒、移動能力など全身の機能低下を防ぐた
めに、足機能の重要性を引き続き啓発していく必要がある。

791

R01
（決算額）

人

200

611

あしゆびプロジェクト市民モニター事業

直近の改善点

(指標を設定できない理由）

① 健康づくり推進
③誰もがすこやかにいきい
きと暮らせるまちづくり

⑤保健・医療

NO

　　　事業費総額（千円）　 868 2,407

R04
(予算額）

2,785

R02
（決算額）

R03
(決算見込額）

825

000うち市負担分（千円）

　（事業の目的・趣旨）

あしゆびプロジェクト事業（健康づくり課） 健康づくり課担当課名事業名

項目／年度

健康寿命延伸のためには、加齢に伴う身体機能低下を予防し、生活の質の維持向上を図ることが重要であ
る。特に下肢筋肉量の減少は、つまずき、転倒につながりやすく、移動能力を低下させ自立の妨げになる。一
般市民を対象にした健康教育等により、足機能の重要性を周知するとともに、自らの健康状態を把握し、運動
の動機づけを行う。

衛生委員会共催の健康教室や市民体育祭等の市内イベント、がん検診会場等において参加者に足指力測定
を実施することで、足機能の重要性やあしゆびプロジェクトの取組の周知を行う。また、民間事業者と連携によ
り、市民モニターを募集し、個々人の足の状態を測定することで可視化し、身体の土台となる足を整えるととも
に、足の健康と身体の健康の関係性を検証する。

　（事業概要等）

備考

187

単位

―

R02年度
実績値

1,000



事務事業評価シート（概要説明書）

【事業の概要】

【事業費】

【事業実績・成果】

【これまで実施した事務の見直し点】

【課題（問題点）】

【今後の方向性】
（左記評価の理由）

R01
（決算額）

R02
(決算額）

R04
(予算額）

1,098 1,518

1,079

健康教育受講者数

R04年度
目標値

R02年度
実績値

事業実績(活動指標）・成果（成果指標）

990 2,000

R01年度
実績値

改革・改善
策等の具体

的内容

課題（問題点）

A　現行どおり

50

担当課の評価

講座に参加した人が運動を日常生活の中で継続できるような働きかけや取り組み。
感染症対策を行ないながら、健康に関心はあるが、取り組めていない子育て世代が参加しや
すい環境づくり（オンライン等）

（成果の概要）

平成30年度からは、より参加しやすいよう参加負担金を無料とし、保育利用者のみ費用を徴
収することとした。
令和２年度からは、新型コロナウイルス感染拡大予防により参加定員を従来の６割程度に調
整し、開催した。

子育て世代を中心とした運動教室は保育付きのため、早期に定員に達することが多い状況である。令和２年
度からは、新型コロナウイルス感染症の影響で、定員数を従来の６割程度に調整し、開催したことにより、コロ
ナ前と比較し、参加者数は減少している。しかし、感染症対策を行ない開催したことにより、令和２年度と比較
し、参加者数が増加した。

第4次総合計画
の位置づけ

人

794

施策の展開方向政策名 基本施策名

子育て世代の健康づくりは、次世代への健康づくりに影響を与える等重要な
世代であり、健康の維持増進のため、新型コロナウイルス感染症の感染症拡
大防止対策を講じながら、引き続き健康に関する知識の普及に努める。

1,531人

180

1,322

子育て世代をターゲットにした運動講座

直近の改善点

(指標を設定できない理由）

① 健康づくり推進
③誰もがすこやかにいきい
きと暮らせるまちづくり

⑤保健・医療

NO

　　　事業費総額（千円）　 969

R03
(決算見込額）

870

健康の維持増進のために、健康に関する知識の普及や健全な生活習慣への行動につなげることを目的とす
る。

584697うち市負担分（千円）

　（事業の目的・趣旨）

健康管理事業 健康づくり課担当課名事業名

項目／年度

子育て世代をターゲットにした運動講座を実施。

　（事業概要等）

備考

90

単位

188

R03年度
実績値



事務事業評価シート（概要説明書）

【事業の概要】

【事業費】

【事業実績・成果】

【これまで実施した事務の見直し点】

【課題（問題点）】

【今後の方向性】
（左記評価の理由）

事業実績(活動指標）・成果（成果指標）

495

改革・改善
策等の具体

的内容

課題（問題点）

A　現行どおり担当課の評価

特に成人歯科健診の受診者数増加のための周知と健康行動への普及啓発の取組が課題。

（成果の概要）

平成30年度から、肝がん予防対策の強化として、40歳から60歳の5歳刻みに加えB型肝炎、C
型肝炎の感染率が高いといわれる団塊世代の65歳、70歳に対しても肝炎ウイルス検診の個
別勧奨を実施した。

健（検）診受診により、自らの健康状態を把握する機会となり健康行動の動機付けを行なうことができた。
なお、令和２年度においては、新型コロナウイルス感染症の影響により受診者数の減少を見込んでいたが、
感染症対策をした上で安全に実施することにより、肝炎ウイルス検診・成人歯科健診受診者を増加させること
ができ、健康意識の向上につなげることができた。

第4次総合計画
の位置づけ

92

7,304

施策の展開方向政策名 基本施策名

成人歯科健診

自らの健康状態を把握することは、生涯に渡って健康的な生活習慣を獲得す
るうえで重要であるので、引き続き各種健（検）診を実施し、健康の意識付けを
行っていく。

456

R01
（決算額）

人 455

直近の改善点

125

(指標を設定できない理由）

健康診査

① 健康づくり推進
③誰もがすこやかにいきい
きと暮らせるまちづくり

⑤保健・医療

NO

　　　事業費総額（千円）　 9,287 7,397

R04
(予算額）

11,227

R02
(決算額）

R03
(決算見込額）

7,802

9,0905,2536,258うち市負担分（千円）

　（事業の目的・趣旨）

健康診査事業 健康づくり課担当課名事業名

項目／年度

健康に関する正しい知識の普及及び生活習慣病の発症を予防し、生涯にわたって実践できる健康的な生活
習慣の獲得を動機づけることを目的とする。

①16歳以上の市民及び生活保護受給者に対する健康診査、40歳以上の市民に対する肝炎ウイルス検診、骨粗しょう症
検診、40歳から70歳の5歳刻みとを対象とした成人歯科健診の実施。
②在宅訪問歯科健診…対象者のうち健診希望者はケアマネジャーから申請し、自宅に歯科医師が訪問し実施。健診項
目は、全身状態・機能所見・口腔清掃状況・口腔内診査・保健指導。
③平成29年度から40歳以上を対象とした胃がんリスク検査を実施。

　（事業概要等）

備考

人

単位

105

R03年度
実績値

101

595

R01年度
実績値

R04年度
目標値

R02年度
実績値



事務事業評価シート（概要説明書）

【事業の概要】

【事業費】

【事業実績・成果】

【これまで実施した事務の見直し点】

【課題（問題点）】

【今後の方向性】
（左記評価の理由）

-

人

単位

18

70

R03年度
実績値

36

200

R01年度
実績値

　（事業の目的・趣旨）

食育推進事業 健康づくり課担当課名事業名

項目／年度

平成21年3月に泉大津市食育推進計画、平成27年3月に第2次泉大津市食育推進計画、令和2年3月にいずみ
おおつ健康食育計画を策定。「食の体験活動」を通して子どもたちが食べる事の楽しさや大切さを心と体で感
じるとともに、食の知識を身に付け、健康的な食生活を実践することで健全な体づくりをはじめ、健康づくりにつ
なげる。

主な事業内容
体験活動：わくわく食育体験（家庭でできる栽培体験、親子で取り組めるクッキング情報の発信）
　　　　　　　はじめてクッキング～防災編～（調理の基礎を学ぶとともに災害時の備蓄食等について考える）
啓発活動：食育展1回/年、学校園所への情報発信（食育ひろば）、健診での啓発（冊子配付）
統一献立給食：市内就学前施設及び小中学校での給食を利用し、統一メニュー（おづみんカレー）を実施

　（事業概要等）

備考R02
（決算額）

R03
(決算見込額）

575

451526532うち市負担分（千円）

① 健康づくり推進
③誰もがすこやかにいきい
きと暮らせるまちづくり

⑤保健・医療

NO

　　　事業費総額（千円）　 552 574

R04
(予算額）

587

食べる事は生活の基本であり、健全な体づくりをはじめ健康づくりにつながる
ため、食の体験活動を中心にライフステージに応じた食育推進を行い、自分に
合った食生活を実践できる力の獲得に向け、現行の事業を引き続き継続す

205

R01
（決算額）

人

60

109

食育体験活動（親子クッキング参加者）

直近の改善点

25

(指標を設定できない理由）

各家庭で簡単に体験活動に取り組めるよう、栽培活動は土袋を使ったものに見直すことで、
新規参加者の獲得につながった。また体験活動期間中に、活動通信の発行や親子で取り組
めるクッキング情報の発信を行い、食育への意識が高まるよう啓発を行った。

食育体験活動については、土袋を使って家庭で行う栽培体験にしたことで、取り組みやすくなったこともあり、
参加者数は目標値を達成した。参加した保護者からは、自分で育てることにより苦手な野菜の克服に繋がっ
たなどの意見もあった。また、令和2年度に続き、令和3年度も統一献立給食にも取り組み、市内就学前施設、
小中学校（29施設）で実施でき、食育の推進が図られた。

第4次総合計画
の位置づけ

人

19

507

施策の展開方向政策名 基本施策名

改革・改善
策等の具体

的内容

課題（問題点）

A　現行どおり

-

担当課の評価

乳幼児期からライフステージに応じたアプローチ。
調理実習など新型コロナウイルス感染症拡大防止を踏まえた事業の実施。

（成果の概要）

食育体験活動（規則正しい生活習慣プログラム参加者）

食育体験活動（農業・栽培体験参加者）

R04年度
目標値

R02年度
実績値

事業実績(活動指標）・成果（成果指標）

214


